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【１ 成果概要】 
○ スイートコーンにおけるアワノメイガの防除開始時期は、第１世代孵化盛期であり、県中部
では６月６半旬～７月１半旬と推定されます（図１）。 

○  生物農薬（ＢＴ水和剤）を用いて第１世代孵化盛期より７日間隔で３回の散布を実施するこ
とでアワノメイガへの防除効果が認められますが、化学合成農薬２回散布に比べて効果は同
等からやや低くなります（表１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
【２ 効果】 
○アワノメイガへの適期防除を可能にします。 

○化学合成農薬を削減したスイートコーンの安定生産に寄与します。 

 

【３ 留意事項】 
(1) 生産現場では孵化盛期を把握することは困難ですので、上位葉に孵化幼虫の食痕が認められる頃を防

除開始時期として下さい（図２） 

(2) スイートコーンのアワノメイガに適用のある生物農薬（ＢＴ水和剤）は、トアロー水和剤ＣＴ、サブ

リナフロアブル、エスマルク DF です(平成 21 年 11 月 18 日現在) 
 

【４ 適応対象】 
 (1) 地帯    県内全域 

 (2) 対象者   普及センター等の営農指導者 
 
【５ 導入コスト】 
 表２を参照ください 
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スイートコーンのアワノメイガに対する生物農薬の防除効果 
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図２．アワノメイガ孵化幼虫の食痕 

図１．岩手県中部における 

アワノメイガ第１世代孵化消長 

商品名
薬剤コスト
（円/10a）

トアロー水和剤ＣＴ 9016
サブリナフロアブル 7607
エスマルクＤＦ 5519

化学合成農薬 スミチオン乳剤 2029

表２　薬剤コスト

生物農薬
（ＢＴ水和剤）

表１ アワノメイガへの薬剤防除効果（例） 
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